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法
学
部
長
　
橡
　
川
　
泰
　
史

　
須
藤
純
正
先
生
は
本
学
に
ご
着
任
以
来
、
法
学
部
に
お
い
て
「
犯
罪
学
」「
刑
事
政
策
」「
概
説
刑
事
法
」「
法
律
学
特
講
〔
経
済
刑

法
〕」
な
ど
の
刑
事
法
分
野
の
授
業
を
ご
担
当
さ
れ
、
ま
た
法
学
研
究
科
に
お
い
て
も
刑
法
、
刑
事
政
策
分
野
の
演
習
で
の
ご
指
導
を
通

じ
て
研
究
者
の
育
成
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、
二
〇
二
一
年
度
に
め
で
た
く
古
希
を
迎
え
ら
れ
て
本
学
法
学
部
を
定
年
退
職
さ
れ
、

現
在
は
「
須
藤
純
正
法
律
事
務
所
」
に
て
弁
護
士
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
先
生
は
、
一
九
七
六
年
東
京
大
学
法
学
部
を
卒
業
、
一
九
七
八
年
に
札
幌
地
方
検
察
庁
検
事
に
任
官
さ
れ
て
以
来
、
東
京
、
大
阪
な
ど

の
地
方
検
察
庁
検
事
、
法
務
省
民
事
局
付
検
事
、
法
務
省
法
務
総
合
研
究
所
教
官
な
ど
を
歴
任
さ
れ
た
後
、
一
九
九
九
年
に
検
事
を
退
官

し
、
弁
護
士
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
法
制
審
議
会
幹
事
と
し
て
民
事
法
、
商
事
法
分
野
の
立
法
作
業
に
関
連
し
た
数
多
く
の
解
説
、

論
説
等
の
論
考
を
発
表
さ
れ
、
実
務
界
の
み
な
ら
ず
実
定
法
研
究
に
関
わ
る
学
界
に
貴
重
な
貢
献
を
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
二
〇
〇
六
年
四
月
に
は
、
本
学
に
法
学
部
教
授
と
し
て
ご
着
任
さ
れ
、
在
任
中
は
法
学
部
法
律
学
科
主
任
、
大
学
院
法
学
研
究
科
長
な

ど
を
歴
任
し
、
本
学
の
組
織
運
営
に
多
大
な
貢
献
を
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
法
律
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
い
て
重
要
な
教
育
課
程
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
「
演
習
」 

科
目
に
お
い
て
は
、
刑
事
裁
判
例
を
基
に
し
た
デ
ィ
ベ
ー
ト
と
模
擬
裁
判
に
よ
る
法
学
演
習
を
実

践
さ
れ
、
ま
た
、
体
育
会
自
動
車
部
部
長
と
し
て
学
生
の
課
外
活
動
の
指
導
に
も
携
わ
ら
れ
る
な
ど
、
本
学
学
生
の
教
育
に
も
一
貫
し
て
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法
学
志
林
　
第
一
二
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四
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二

精
力
的
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　
先
生
の
ご
研
究
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
法
制
審
議
会
幹
事
と
し
て
多
く
の
ご
業
績
を
残
さ
れ
た
後
、
法
務
総
合
研

究
所
教
官
と
し
て
勤
務
さ
れ
た
期
間
に
は
、
株
式
会
社
実
務
に
お
け
る
商
法
の
適
用
や
商
業
登
記
に
関
す
る
論
考
を
多
数
発
表
さ
れ
、
さ

ら
に
地
方
検
察
庁
検
事
に
転
じ
ら
れ
た
後
も
、
論
文
「
民
事
と
絡
む
建
造
物
侵
入
事
件
」（
捜
研
：
捜
査
研
究
五
三
四
号
）、
共
著
『
民
商

事
と
交
錯
す
る
経
済
犯
罪
Ⅱ
・
Ⅲ
』（
立
花
書
房
）
な
ど
、
民
事
法
と
刑
事
法
の
交
錯
す
る
分
野
に
関
す
る
論
考
を
発
表
さ
れ
て
お
ら
れ

ま
す
。
本
学
着
任
後
は
、
論
文
「
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
と
賭
博
罪
の
成
否
」（
法
學
志
林
一
〇
九
巻
四
号
～
一
一
二
巻
三
号
）
な
ど
、
会
社

法
・
金
商
法
と
刑
事
法
の
交
錯
に
関
す
る
研
究
に
精
力
的
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
近
年
、
特
に
会
社
法
分
野
に
お
い
て
は
、
私
人
間
の

権
利
義
務
関
係
を
規
律
す
る
分
野
で
は
あ
っ
て
も
、
伝
統
的
な
民
事
法
分
野
の
法
規
制
の
手
法
で
あ
る
民
事
訴
訟
・
民
事
執
行
手
続
を
通

じ
た
権
利
実
現
だ
け
で
な
く
、
行
政
的
・
刑
事
法
的
な
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
へ
も
適
切
な
目
配
り
を
す
る
こ
と
が
研
究
上
も
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
早
く
か
ら
民
事
法
と
刑
事
法
の
交
錯
に
着
目
さ
れ
て
き
た
先
生
の
研
究
は
貴
重
な
ご
業
績
を

残
さ
れ
て
お
り
、
私
自
身
も
、
会
社
法
の
論
考
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
先
生
の
著
さ
れ
た
先
行
研
究
か
ら
は
い
く
つ
も
の
重
要
な
示
唆
を

頂
戴
し
て
お
り
ま
す
。

　
先
生
は
、
所
属
学
会
も
日
本
刑
法
学
会
、
日
本
犯
罪
社
会
学
会
、
日
本
私
法
学
会
、
日
米
法
学
会
と
他
領
域
に
跨
が
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

私
も
所
属
す
る
日
本
私
法
学
会
で
は
、
法
政
大
学
所
属
会
員
は
、
学
会
大
会
の
会
場
提
供
と
運
営
を
担
当
す
る
開
催
校
を
引
き
受
け
、
さ

ら
に
理
事
な
ど
の
役
員
の
選
出
母
体
と
な
っ
て
学
会
活
動
を
支
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
あ
る
年
、
私
も
含
め
た
民
法
、

商
法
担
当
教
員
で
あ
る
会
員
の
中
か
ら
理
事
を
選
出
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
私
法
学
会
会
員
で
は
あ
る
も
の
の
刑
事
法
担
当
で
あ
る

先
生
に
恐
縮
し
つ
つ
私
法
学
会
理
事
へ
の
就
任
を
打
診
し
た
と
こ
ろ
、
快
く
お
引
き
受
け
い
た
だ
き
、
会
員
一
同
大
変
感
謝
申
し
上
げ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

志林120_4_t2寄せて_0309.indd   2志林120_4_t2寄せて_0309.indd   2 2023/03/10   10:252023/03/10   10:25



須
藤
純
正
先
生
退
職
記
念
号
に
寄
せ
て�

三

　
こ
の
よ
う
に
法
学
部
の
研
究
・
教
育
の
柱
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
き
た
須
藤
先
生
が
本
学
を
去
ら
れ
た
こ
と
は
、
法
学
部
に
と
っ
て
大
き

な
痛
手
で
す
が
、
今
後
も
法
曹
実
務
家
及
び
研
究
者
と
し
て
の
ご
活
動
を
継
続
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
先
生
の
一
層
の
ご
活
躍
と
ご

健
勝
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
こ
こ
に
、
須
藤
純
正
先
生
の
業
績
と
活
躍
を
讃
え
る
と
と
も
に
、
本
学
在
職
中
の
本
学
へ
の
ご
尽
力
に
対
し
、
教
授
会
一
同
、
深
甚
な

る
感
謝
の
意
を
込
め
て
本
誌
を
先
生
に
捧
げ
る
も
の
で
す
。
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